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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　コンクリート製の高架橋の劣化部を除去し、該除去部に樹脂モルタルを詰めて平滑にし

て、その表面にプライマーを塗布するとともに、該プライマーの上から指触乾燥時間が８

～２０秒の超速硬化性樹脂をスプレーガンでミスト状に吹き付け塗布して被覆層を形成し

、該被覆層の表面に上塗層を塗布した後、該上塗層と被覆層との端部にシーリング材を充

填したことを特徴とするコンクリート製の高架橋の補修方法。

【請求項２】

　コンクリート製の高架橋の下側における道路に複数台の高所作業車を適宜間隔をもって

連ね、先頭の高所作業車で高架橋表面の素地調整を行い、次の高所作業車でプライマーの

塗布を行い、次の高所作業車でプライマーの上から指触乾燥時間が８～２０秒の超速硬化

性樹脂をスプレーガンでミスト状に吹付塗布して被覆層を形成し、次の高所作業車で被覆

層への上塗層の吹き付け塗布および、該上塗層と被覆層との端部にシーリング材の充填を

行うことを特徴とするコンクリート製の高架橋の補修方法。

【請求項３】

　超速硬化性樹脂は伸び率が３５０～４１０％であることを特徴とする請求項１または２

に記載のコンクリート製の高架橋の補修方法。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】
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本 発 明 は コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 の 補 修 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ２ 】

【 従 来 の 技 術 】

コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 は 劣 化 に よ り 損 傷 す る た め 、 そ の 補 修 が 必 要 に な っ て く る 。 例 え

ば 、 大 半 が コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 で あ る 高 速 道 路 の 高 欄 、 桁 お よ び 橋 脚 な ど は 、 コ ン ク

リ ー ト の 中 性 化 と ひ び 割 れ に よ る 水 分 の 浸 透 に よ っ て 遊 離 石 灰 が 流 失 し た り 、 鉄 筋 が 腐 食

、 膨 張 し て 被 り コ ン ク リ ー ト を 浮 き 上 が ら せ て 落 下 さ せ る と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

こ の よ う な 場 合 、 コ ン ク リ ー ト の 劣 化 進 行 を 抑 制 す る と と も に コ ン ク リ ー ト 片 が 落 下 す る

の を 防 ぐ た め 、 高 欄 、 桁 お よ び 橋 脚 な ど の 表 面 を 塗 装 し た り 、 Ｆ Ｒ Ｐ で 補 修 し た り し て い

る 。 ま た 前 記 高 欄 の 外 面 と 水 切 部 に つ い て は Ｆ Ｒ Ｐ 補 修 と コ ン ク リ ー ト 塗 装 と を 併 用 し た

補 修 が 行 わ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

こ の 補 修 は 、 図 ６ お よ び 下 記 の 表 １ に 示 し た よ う に 、 高 欄 ２ ０ の 素 地 調 整 ２ １ か ら 上 塗 工

２ ２ ま で ８ つ の 工 程 ２ ３ を そ れ ぞ れ 手 作 業 で 行 な っ て お り 、 各 工 程 の 間 に は 時 間 単 位 あ る

い は 日 単 位 の 塗 装 間 隔 を 空 け て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

し か し 、 上 記 の コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 の 補 修 方 法 は 、 材 料 の 伸 び が ２ ％ 程 度 と 非 常 に 少

な く 、 例 え ば 高 欄 の 亀 裂 な ど に 対 し て は 追 従 性 が な い た め 、 そ の 亀 裂 と と も に ひ び 割 れ が

発 生 し 、 該 ひ び 割 れ 部 か ら 浸 透 し た 雨 水 に よ り 鉄 筋 が 腐 食 し た り 、 コ ン ク リ ー ト の 遊 離 石

灰 が 流 失 し た り 、 被 り コ ン ク リ ー ト 片 が 落 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 床 版 下 面 の

水 切 り は 、 床 版 下 面 に 切 込 み を 入 れ て 形 成 す る た め 、 該 切 込 部 に 亀 裂 が 発 生 す る と い う 問

題 が あ っ た 。 ま た 、 従 来 の 補 修 材 料 は プ ラ イ マ ー 、 含 浸 材 、 中 塗 材 お よ び 上 塗 材 の 養 生 期

間 が 長 い た め 施 工 期 間 が 長 く な っ て 交 通 規 制 が 長 期 に わ た る と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に

、 従 来 の 補 修 方 法 は 、 補 修 後 の コ ン ク リ ー ト 表 面 の 見 栄 え が 悪 く 、 美 観 を 損 な う と い う 問

題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 は こ の よ う な 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 短 期 間 で 補 修 が で き

る と と も に 、 高 欄 な ど の 亀 裂 に 対 す る 追 従 性 が よ く 、 水 切 り 部 に 亀 裂 を 発 生 さ せ ず 、 し か

も 補 修 表 面 の 美 観 が 保 て る コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 の 補 修 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め の 本 願 発 明 の コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 の 補 修 方 法 は 、 コ ン ク

リ ー ト 製 の 高 架 橋 の 劣 化 部 を 除 去 し 、 該 除 去 部 に 樹 脂 モ ル タ ル を 詰 め て 平 滑 に し て 、 そ の

表 面 に プ ラ イ マ ー を 塗 布 す る と と も に 、 該 プ ラ イ マ ー の 上 か ら 指 触 乾 燥 時 間 が ８ ～ ２ ０ 秒

の 超 速 硬 化 性 樹 脂 を ス プ レ ー ガ ン で ミ ス ト 状 に 吹 き 付 け 塗 布 し て 被 覆 層 を 形 成 し 、 該 被 覆
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層 の 表 面 に 上 塗 層 を 塗 布 し た 後 、 該 上 塗 層 と 被 覆 層 と の 端 部 に シ ー リ ン グ 材 を 充 填 し た こ

と を 特 徴 と す る 。 ま た 超 速 硬 化 性 樹 脂 は 伸 び 率 が ３ ５ ０ ～ ４ １ ０ ％ で あ る こ と を 含 む も の

で あ る 。

　 ま た コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 の 補 修 方 法 は 、 コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 の 下 側 に お け る 道

路 に 複 数 台 の 高 所 作 業 車 を 適 宜 間 隔 を も っ て 連 ね 、 先 頭 の 高 所 作 業 車 で 高 架 橋 表 面 の 素 地

調 整 を 行 い 、 次 の 高 所 作 業 車 で プ ラ イ マ ー の 塗 布 を 行 い 、 次 の 高 所 作 業 車 で プ ラ イ マ ー の

上 か ら 指 触 乾 燥 時 間 が ８ ～ ２ ０ 秒 の 超 速 硬 化 性 樹 脂 を ス プ レ ー ガ ン で ミ ス ト 状 に 吹 付 塗 布

し て 被 覆 層 を 形 成 し 、 次 の 高 所 作 業 車 で 被 覆 層 へ の 上 塗 層 の 吹 き 付 け 塗 布 お よ び 、 該 上 塗

層 と 被 覆 層 と の 端 部 に シ ー リ ン グ 材 の 充 填 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。 ま た 超 速 硬 化 性 樹 脂

は 伸 び 率 が ３ ５ ０ ～ ４ １ ０ ％ で あ る こ と を 含 む も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 の 補 修 が 短 期 間 で か つ 簡 単 に で き る と と も に 、 高 欄 な ど の 亀 裂

に 対 す る 追 従 性 が よ い た め コ ン ク リ ー ト の 劣 化 部 分 の 落 下 な ど を 防 ぐ こ と が で き 、 か つ 補

修 表 面 の 美 観 を 損 な う こ と が な い 。 ま た 複 数 台 の 高 所 作 業 車 を 連 続 し て 用 い て 各 作 業 車 で

１ 工 程 ま た は ２ 工 程 の 作 業 を 行 う こ と に よ り 、 効 率 の 良 い 施 工 作 業 が で き る と と も に 、 作

業 の 短 縮 化 お よ び 交 通 規 制 の 短 期 化 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

【 発 明 の 実 施 の 形 態 】

以 下 、 本 発 明 に お け る 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。

図 １ の （ １ ） は 高 架 橋 で あ る 高 速 道 路 の 高 欄 お よ び 床 版 下 部 の 補 修 方 法 の 断 面 図 、 （ ２ ）

は 交 通 規 制 を 示 し た 平 面 図 、 図 ２ は 複 数 の 高 所 作 業 車 と 高 速 道 路 の 平 面 図 、 図 ３ の （ １ ）

は 補 修 部 位 の 断 面 図 、 （ ２ ） は 同 拡 大 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

こ の 補 修 方 法 は 図 １ の （ １ ） に 示 す よ う に 、 高 速 道 路 の 高 架 橋 １ の 下 側 に お け る 道 路 ２ か

ら ４ 台 の 高 所 作 業 車 ３ を 用 い て 行 い 、 先 頭 の 高 所 作 業 車 ３ ａ で 高 欄 ４ 外 面 お よ び 床 版 ５ 下

面 の 素 地 調 整 を 行 い 、 ２ 台 目 の 高 所 作 業 車 ３ ｂ で 水 切 用 突 起 ６ の 取 り 付 け と プ ラ イ マ ー ７

の 塗 布 を 行 い 、 ３ 台 目 の 高 所 作 業 車 ３ ｃ で 被 覆 層 ８ の 吹 付 け 塗 布 を 行 い 、 ４ 台 目 の 高 所 作

業 車 ３ ｄ で 上 塗 層 ９ の 吹 き 付 け ま た は 手 塗 り 塗 布 を 行 う 。 こ の 高 所 作 業 車 ３ は 車 体 の 定 位

置 で 前 後 各 約 １ ０ ｍ の 施 工 が 可 能 で あ る た め 、 約 ２ ０ ｍ 間 隔 を あ け て 連 続 的 に 作 業 を 行 う

。

【 ０ ０ １ ６ 】

ま た 、 こ れ ら の 高 所 作 業 車 ３ が 作 業 し て い る 間 は 、 図 １ の （ ２ ） に 示 す よ う に 交 通 規 制 １

０ が 行 わ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

こ の 作 業 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 先 頭 の 高 所 作 業 車 ３ ａ に よ り 、 高 欄 ４ の 表 面 を 十 分 に 清

掃 し て 砂 塵 お よ び そ の 他 の 有 害 な 物 質 を 除 去 す る と と も に 、 エ ポ キ シ 樹 脂 系 （ 例 え ば 、 ボ

ン ド E-350： 三 井 化 学 製 ） の パ テ 材 （ 図 示 せ ず ） で ジ ャ ン カ な ど の 素 地 調 整 処 理 を 行 い 、

床 版 ５ の 下 部 に 硬 質 ウ レ タ ン 発 泡 材 、 ウ レ タ ン 合 成 木 材 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 な ど で 水 切 用 突

起 ６ を 設 け る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

次 に 、 ２ 台 目 の 高 所 作 業 車 ３ ｂ に よ り 、 素 地 調 整 処 理 が 行 わ れ た コ ン ク リ ー ト 表 面 に ウ レ

タ ン 樹 脂 系 （ 例 え ば サ ン PC-F/セ メ ン ト ： 三 井 化 学 製 ） の プ ラ イ マ ー ７ の 吹 き 付 け ま た は

手 塗 り 塗 布 を 行 う 。

【 ０ ０ １ ９ 】

そ し て 、 ３ 台 目 の 高 所 作 業 車 ３ ｃ に よ り 、 前 記 プ ラ イ マ ー ７ の 表 面 に ポ リ ウ レ タ ン 系 吹 付

樹 脂 （ 例 え ば リ ム ス プ レ ー Ｆ － １ ０ ０ ０ ： 三 井 化 学 社 製 ） や 、 ポ リ ウ レ ア 系 吹 付 樹 脂 （ 例

え ば ス ワ エ ー ル ： 三 井 石 化 産 資 社 製 ） な ど の 超 速 硬 化 性 樹 脂 材 を 吹 き 付 け て 所 定 厚 の 被 覆

層 ８ を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

次 に 、 前 記 被 覆 層 ８ の 形 成 後 に 、 ４ 台 目 の 高 所 作 業 車 ３ ｄ に よ り 上 塗 層 ９ の 吹 き 付 け ま た
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は 手 塗 り 塗 布 を 行 う と と も に 、 こ の 被 覆 層 ８ と 上 塗 層 ９ と の 端 部 に シ リ コ ー ン 系 、 ポ リ サ

ル フ ァ イ ド 系 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 な ど の シ ー リ ン グ 材 １ １ を 塗 布 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

前 記 リ ム ス プ レ ー Ｆ － １ ０ ０ ０ （ 三 井 化 学 社 製 ） は 、 下 記 の 表 ２ の よ う に 、 指 触 乾 燥 時 間

が ８ ～ ２ ０ 秒 、 硬 化 時 間 が ３ ０ 分 、 伸 び 率 が ３ ５ ０ ～ ４ １ ０ ％ と い う 物 性 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

リ ム ス プ レ ー Ｆ － １ ０ ０ ０ （ 三 井 化 学 社 製 ） は 、 主 材 の イ ソ シ ア ネ ー ト 成 分 １ ２ に 硬 化 剤

１ ３ と し て の 特 殊 混 合 レ ジ ン を １ 対 １ の 配 合 比 （ 容 積 比 ） で 混 合 し た 超 速 硬 化 型 の 吹 付 樹

脂 で あ り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 の ２ 液 が ド ラ ム ポ ン プ １ ４ か ら ２ 成 分 系 の 高 圧 定 量 ポ

ン プ １ ５ に 送 ら れ て ６ ０ ～ ２ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｃ ｍ
２

に 加 圧 さ れ る 。 こ れ ら の ２ 液 は 、 吹 付 機 械

を 内 蔵 し た ヒ ー タ １ ６ で 各 々 加 熱 さ れ 、 ヒ ー タ 付 ホ ー ス １ ７ を 介 し て ２ 液 衝 突 混 合 型 の ス

プ レ ー ガ ン １ ８ に 送 ら れ 、 こ こ で 衝 突 混 合 さ れ な が ら ミ ス ト 状 態 で 吹 き 付 け ら れ る と 同 時

に 硬 化 し て 塗 膜 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

こ の 吹 き 付 け 方 法 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 路 肩 に 配 置 し た 高 所 作 業 車 ３ に 搭 載 し た 吹 付 機

械 （ 図 示 せ ず ） か ら ヒ ー タ 付 ホ ー ス １ ７ を 施 工 位 置 ま で 伸 ば し 、 そ の 先 端 の ス プ レ ー ガ ン

１ ８ を 作 業 者 １ ９ が 持 っ て 行 う 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

こ の よ う に 機 械 で 吹 付 施 工 す る こ と に よ り 施 工 能 率 の 向 上 が 図 れ 、 し か も 超 速 硬 化 性 樹 脂

で あ る た め 吹 き 付 け と 同 時 に 硬 化 し て 、 垂 直 面 お よ び 天 井 面 で の 垂 れ が 発 生 せ ず に 継 目 の

な い 被 覆 層 ８ が 形 成 で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

ま た そ の 他 、 ダ イ フ レ ッ ク ス 防 水 工 事 業 協 同 組 合 の ク イ ッ ク ス プ レ ー Ｓ Ｐ － 100、 200、 旭

硝 子 コ ー ト ア ン ド レ ジ ン 社 製 の サ レ セ ー ヌ Ｓ 、 保 土 ヶ 谷 建 材 社 製 の Ｈ Ｃ ス プ レ ー 、 日 本 特

殊 塗 料 社 製 の ス プ レ ー ニ ュ ー タ ッ ク 、 ニ ッ タ 社 製 の ニ ッ テ ッ ク 、 大 日 本 イ ン キ 社 製 の ス テ

ラ コ ー ト 、 東 洋 ゴ ム 工 業 社 製 の ソ フ ラ ン レ ッ ク 400、 三 井 石 化 産 資 社 製 の ス ワ エ ー ル 、 横

浜 ゴ ム 社 製 の ア ー バ ン ル ー フ Ｕ -3000Ｊ な ど の 超 速 硬 化 性 樹 脂 を 使 用 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】
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最 後 に 、 こ の 被 覆 層 ８ の 表 面 に 耐 紫 外 線 保 護 材 と し て ア ク リ ル ウ レ タ ン 塗 料 お よ び フ ッ 素

塗 料 な ど で 上 塗 層 ９ を 吹 き 付 け ／ 手 塗 り 塗 布 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

下 記 の 表 ３ は 従 来 の コ ン ク リ ー ト 塗 装 に お け る 塗 装 材 料 の 規 格 と 、 本 発 明 の 補 修 方 法 に よ

る 塗 膜 の 試 験 結 果 と を 比 較 し た も の で あ る 。 こ の う ち 試 験 材 令 は 、 コ ン ク リ ー ト 塗 料 材 料

が ２ ８ 日 で あ る の に 対 し て 、 本 発 明 の ポ リ ウ レ タ ン 系 樹 脂 膜 は ７ 日 と し て い る 。 こ れ は ポ

リ ウ レ タ ン 系 樹 脂 膜 の 物 性 が 材 令 ７ 日 で 安 定 す る こ と に よ る 。 ま た コ ン ク リ ー ト 塗 装 材 料

に 関 す る 規 格 に よ る 屋 外 暴 路 １ 年 後 の 試 料 に 対 す る 試 験 と し て 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 樹 脂 膜 は

ウ エ ザ ー ・ オ ・ メ ー タ に よ る １ ０ ０ ０ 時 間 促 進 試 験 （ 換 算 年 数 ４ 年 ） の 結 果 を 示 し て い る

。

【 ０ ０ ２ ９ 】

【 表 ３ 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

ま た 、 以 下 の 表 ４ は 本 発 明 に よ る 高 欄 の 補 修 方 法 と 、 従 来 の 高 欄 の 補 修 方 法 と と を 比 較 し
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た も の で あ る 。 こ の 結 果 、 本 発 明 の 補 修 方 法 が 従 来 の 補 修 方 法 と 比 べ て 優 れ て い る こ と を

確 認 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

【 表 ４ 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

【 発 明 の 効 果 】

コ ン ク リ ー ト 製 の 高 架 橋 の 補 修 が 短 期 間 で か つ 簡 単 に で き る と と も に 、 高 欄 な ど の 亀 裂 に

対 す る 追 従 性 が よ い た め コ ン ク リ ー ト の 劣 化 部 分 の 落 下 な ど を 防 ぐ こ と が で き 、 か つ 補 修

表 面 の 美 観 を 損 な う こ と が な い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

床 版 下 面 の 水 切 り を 水 切 用 突 起 で 行 う こ と に よ り 、 水 切 部 の 亀 裂 を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

複 数 の 高 所 作 業 車 を 連 続 し て 用 い て 各 作 業 車 で １ 工 程 ま た は ２ 工 程 の 作 業 を 行 う こ と に よ

り 、 効 率 の 良 い 施 工 作 業 が で き る と と も に 、 作 業 の 短 縮 化 お よ び 交 通 規 制 の 短 期 化 を 図 る

こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 図 １ 】 （ １ ） は 高 速 道 路 の 高 欄 の 補 修 方 法 を 示 す 断 面 図 、 （ ２ ） は 交 通 規 制 範 囲 を 示 し

た 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 複 数 の 高 所 作 業 車 と 高 速 道 路 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ １ ） は 補 修 部 位 の 断 面 図 、 （ ２ ） は 同 拡 大 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 　 吹 付 機 械 の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 （ １ ） お よ び （ ２ ） は 高 速 道 路 の 高 欄 の 補 修 方 法 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 （ １ ） は 高 速 道 路 の 高 欄 お よ び 床 版 下 部 の 従 来 の 補 修 方 法 を 示 す 断 面 図 、 （ ２

） は 従 来 の 補 修 方 法 に よ る 補 修 部 位 の 膜 層 の 断 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

１ 　 高 架 橋

２ 　 道 路

３ 　 高 所 作 業 車

４ 、 ２ ０ 　 高 欄
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５ 　 床 版

６ 　 水 切 用 突 起

７ 　 プ ラ イ マ ー

８ 　 被 覆 層

９ 　 上 塗 層

１ ０ 　 交 通 規 制

１ １ 　 シ ー リ ン グ 材

１ ２ 　 イ ソ シ ア ネ ー ト 成 分

１ ３ 　 硬 化 剤

１ ４ 　 ド ラ ム ポ ン プ

１ ５ 　 高 圧 定 量 ポ ン プ

１ ６ 　 ヒ ー タ

１ ７ 　 ヒ ー タ 付 ホ ー ス

１ ８ 　 ス プ レ ー ガ ン

１ ９ 　 作 業 者

２ １ 　 素 地 調 整

２ ２ 　 上 塗

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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